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平成29年冬季

　 県内民間ボーナス支給見通し
- ボーナスＤＩは引き続きプラス -
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ボーナスＤＩ： 5.3

「第 83 回県内企業経営動向調査」から

冬季民間ボーナス支給見通し（全産業）
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（注）DI＝（「増額」回答先割合）－（「減額」回答先割合）

　当行の第 83 回県内企業経営動向調査（10 月

上旬実施、回答企業 314 社）によると、今冬の

ボーナス支給予定額は、昨冬の支給額に対して 

「増額」回答先割合が 11.6％（昨冬調査 13.0％）、 

「横ばい」回答先割合が 82.1％（同 82.8％）、「減

額」回答先割合が 6.3％（同 4.2％）となった。

この結果、冬季のボーナスＤＩ（「増額」回答

先割合－「減額」回答先割合）は 5.3 と、10 期 

連続のプラス（「増額」超）となった。なお、昨 

冬（8.8）と比較すると、3.5 ポイント低下した。

　今回実施した企業経営動向調査によると、29

年度上期の業況は、半導体関連需要の拡大等を

受け、機械工業で好調を維持した一方、地場産

業が減速したほか、非製造業も回復の足取りが

重く、全体として小幅な改善にとどまった。29

年度下期の見通しについては、業種により見方

が分かれるものの、機械工業で好況が続くとみ

られ、全体としても業況、生産、売上、収益が

それぞれ好転・増加する見通しにあるなど、先

行きに対する期待感が窺われる。
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　また、同調査の雇用面をみると、「不足」と

回答した先が 2期連続で 4割超となり県内企業

の人手不足感の強さを裏付ける結果となったほ

か、今後の対策で「正社員の採用」と回答した

先が引き続き最多となるなど、正規雇用で人材

確保を図ろうとする動きがみられる。経営上の

問題点をみても、「労働力不足」、「人材・技術

不足」、「従業員の高齢化」が上位を占めるなど、

人手不足が深刻化するなかで雇用・人材面を喫

緊の課題に挙げる先が多くなっている。

　このように、景況感は小幅な改善にとどまっ

たものの、先行きに対する期待感や雇用情勢の

逼迫がボーナス支給見通しに反映され、ボーナ

スＤＩが引き続きプラス（「増額」超）となっ

たものと考えられる。

　支給見通しを業種別にみると、製造業は、「増

額」回答先割合が 12.3％（昨冬 14.6％）、「減

額」回答先割合が 7.1％（同 3.8％）となった。

この結果、ボーナスＤＩは 5.2 と、昨冬（10.8）

と比べて 5.6 ポイント低下したものの、「増額」

超となった。このうち機械関連では、すべての

業種で「増額」超となっており、特にはん用・

生産用機械、電気機械は「増額」回答先が 2割

を超えている。その他の業種は、宝飾が「増額」

超となった一方、織物、製材、ニットは「減額」

超となった。

　非製造業は、「増額」回答先割合が 10.9％ 

（昨冬 11.3％）、「減額」回答先割合が 5.5％（同

4.6％）となった。この結果、ボーナスＤＩは

5.4 と、昨冬（6.7）と比べて 1.3 ポイント低下

したものの、「増額」超となった。運輸、建設、

小売、ホテル・旅館、サービスと多くの業種で 

「増額」超となった一方、レジャーは「減額」

超となった。
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山梨中銀

年末ローン
〈お取扱期間〉

平成29年11月1日㈬～
平成29年12月29日㈮

　中小企業・個人事業主のみなさまの事業発展にお役立て
いただくためのご融資です。
　賞与資金など年末資金としてご利用ください。

※審査の結果、ご希望にそえない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

くわしくは、山梨中央銀行の窓口またはフリーダイヤルへどうぞ。

お 申 込 み
いただける方

中小企業・個人事業主の方で、1 年以上同一事業を営まれており、
今後も継続して事業を営まれる方

お 使 い み ち 事業に必要な運転資金

ご 融 資 金 額 1,500万円以内（無担保の場合は1,000万円以内）

ご 返 済 期 限 平成30年5月31日（木）

ご 返 済 方 法 分割返済または期日一括返済

平成 29 年 11 月 1 日現在

【お問い合わせ先】

山梨中央銀行ダイレクトマーケティングセンター

0120-201862（照会コード : 9）

＜受付時間＞
月曜日～金曜日　9:00 ～ 17:00
（ただし、祝日・12/31～ 1/3 は除きます。）
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世 界 遺 産

～美しい富士山を未来へ～


